
職

員

の

服

務

の

宣

誓

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

六

月

二

十

四

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太
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東

京

都

北

区

条

例

第

十

九

号

職

員

の

服

務

の

宣

誓

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

職

員

の

服

務

の

宣

誓

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

五

十

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

条

第

一

項

中

「

者

は

、

」

の

下

に

「

別

記

様

式

に

よ

る

宣

誓

書

を

」

を

加

え

、

「

又

は

任

命

権

者

の

定

め

る

上

級

の

公

務

員

の

前

で

、

別

記

様

式

に

よ

る

宣

誓

書

に

署

名

し

て

」

を

「

に

提

出

し

て

」

に

改

め

、

同

項

た

だ

し

書

中

「

宣

誓

を

行

う

」

を

「

宣

誓

書

の

提

出

」

に

改

め

る

。

別

記

様

式

中

「

氏

名

印

」

を

「

氏

名

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。



東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

六

月

二

十

四

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太
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東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

号

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

十

二

月

東

京

都

北

区

条

例

第

三

十

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

条

第

二

項

中

「

及

び

扶

養

親

族

」

の

下

に

「

（

年

齢

十

六

歳

未

満

の

者

及

び

控

除

対

象

扶

養

親

族

に

限

る

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

を

加

え

る

。

第

十

四

条

第

一

号

中

「

扶

養

親

族

」

の

下

に

「

（

年

齢

十

六

歳

未

満

の

者

及

び

控

除

対

象

扶

養

親

族

に

限

る

。

）

」

を

加

え

る

。

第

二

十

条

第

一

項

中

「

寄

附

金

（

」

の

下

に

「

出

資

に

関

す

る

業

務

に

充

て

ら

れ

る

こ

と

が

明

ら

か

な

も

の

を

除

き

、

」

を

加

え

る

。

第

二

十

四

条

の

二

第

四

項

中

「

所

得

税

法

第

百

九

十

八

条

第

二

項

に

規

定

す

る

納

税

地

の

所

轄

税

務

署

長

の

承

認

を

受

け

て

い

る

」

を

「

令

第

四

十

八

条

の

九

の

七

の

二

に

お

い

て

準

用

す

る

令

第

八

条

の

二

の

二

に

規

定

す

る

要

件

を

満

た

す

」

に

改

め

、

「

次

条

第

四

項

」

の

下

に

「

及

び

第

三

十

六

条

の

九

第

三

項

」

を

加

え

る

。

第

二

十

四

条

の

三

第

一

項

中

「

控

除

対

象

扶

養

親

族

を

除

く

」

を

「

年

齢

十

六

歳

未

満

の

者

に

限

る

」

に

改

め

、

同

条

第

四

項

中

「

所

得

税

法

第

二

百

三

条

の

六

第

六

項

に

規

定

す

る

納

税

地

の

所

轄

税

務

署

長

の

承

認

を

受

け

て

い

る

」

を

「

令

第

四

十

八

条

の

九

の

七

の

三

に

お

い

て

準

用

す

る

令

第

八

条

の

二

の

二

に

規

定

す

る

要

件

を

満

た

す

」

に

改

め

る

。
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第

三

十

六

条

の

八

第

一

項

第

一

号

中

「

本

条

、

次

条

第

二

項

及

び

」

を

「

こ

の

条

、

次

条

第

二

項

及

び

第

三

項

並

び

に

」

に

改

め

る

。

第

三

十

六

条

の

九

に

次

の

二

項

を

加

え

る

。

３

第

一

項

の

退

職

手

当

等

の

支

払

を

受

け

る

者

は

、

退

職

所

得

申

告

書

の

提

出

の

際

に

経

由

す

べ

き

退

職

手

当

等

の

支

払

を

す

る

者

が

令

第

四

十

八

条

の

十

八

に

お

い

て

準

用

す

る

令

第

八

条

の

二

の

二

に

規

定

す

る

要

件

を

満

た

す

場

合

に

は

、

施

行

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

退

職

所

得

申

告

書

の

提

出

に

代

え

て

、

当

該

退

職

手

当

等

の

支

払

を

す

る

者

に

対

し

、

当

該

退

職

所

得

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

を

電

磁

的

方

法

に

よ

り

提

供

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

４

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

に

お

け

る

第

二

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

退

職

所

得

申

告

書

が

」

と

あ

る

の

は

「

退

職

所

得

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

を

」

と

、

「

支

払

を

す

る

者

に

受

理

さ

れ

た

と

き

」

と

あ

る

の

は

「

支

払

を

す

る

者

が

提

供

を

受

け

た

と

き

」

と

、

「

受

理

さ

れ

た

時

」

と

あ

る

の

は

「

提

供

を

受

け

た

時

」

と

す

る

。

付

則

第

二

条

の

二

の

二

第

一

項

中

「

及

び

扶

養

親

族

」

の

下

に

「

（

年

齢

十

六

歳

未

満

の

者

及

び

控

除

対

象

扶

養

親

族

に

限

る

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

を

加

え

る

。

付

則

第

三

条

中

「

令

和

四

年

度

」

を

「

令

和

九

年

度

」

に

改

め

る

。

付

則

第

五

条

第

一

項

中

「

第

五

項

」

を

「

第

八

項

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

、

当

該

軽

自

動

車

が

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

令

和

二

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

初

回

車

両

番

号

指

定

を

受

け

た

場

合

に

は

令

和

二

年

度

分

の

軽

自

動

車

税

の

種

別

割

に

限

り

」

を

削

り

、

同

条

第

三
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項

中

「

こ

の

項

及

び

次

項

」

を

「

こ

の

条

」

に

改

め

、

「

、

当

該

ガ

ソ

リ

ン

軽

自

動

車

が

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

令

和

二

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

初

回

車

両

番

号

指

定

を

受

け

た

場

合

に

は

令

和

二

年

度

分

の

軽

自

動

車

税

の

種

別

割

に

限

り

」

を

削

り

、

同

条

第

四

項

中

「

、

当

該

ガ

ソ

リ

ン

軽

自

動

車

が

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

令

和

二

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

初

回

車

両

番

号

指

定

を

受

け

た

場

合

に

は

令

和

二

年

度

分

の

軽

自

動

車

税

の

種

別

割

に

限

り

」

を

削

り

、

同

条

に

次

の

三

項

を

加

え

る

。

６

法

附

則

第

三

十

条

第

二

項

第

一

号

及

び

第

二

号

に

掲

げ

る

三

輪

以

上

の

軽

自

動

車

（

自

家

用

の

乗

用

の

も

の

を

除

く

。

）

に

対

す

る

第

三

十

九

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

当

該

軽

自

動

車

が

令

和

三

年

四

月

一

日

か

ら

令

和

四

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

初

回

車

両

番

号

指

定

を

受

け

た

場

合

に

は

令

和

四

年

度

分

の

軽

自

動

車

税

の

種

別

割

に

限

り

、

当

該

軽

自

動

車

が

令

和

四

年

四

月

一

日

か

ら

令

和

五

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

初

回

車

両

番

号

指

定

を

受

け

た

場

合

に

は

令

和

五

年

度

分

の

軽

自

動

車

税

の

種

別

割

に

限

り

、

第

二

項

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

同

条

の

規

定

中

同

表

の

中

欄

に

掲

げ

る

字

句

は

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

字

句

と

す

る

。

７

法

附

則

第

三

十

条

第

七

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

三

輪

以

上

の

ガ

ソ

リ

ン

軽

自

動

車

（

営

業

用

の

乗

用

の

も

の

に

限

る

。

）

に

対

す

る

第

三

十

九

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

当

該

ガ

ソ

リ

ン

軽

自

動

車

が

令

和

三

年

四

月

一

日

か

ら

令

和

四

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

初

回

車

両

番

号

指

定

を

受

け

た

場

合

に

は

令

和

四

年

度

分

の

軽

自

動

車

税

の

種

別

割

に

限

り

、

当

該
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ガ

ソ

リ

ン

軽

自

動

車

が

令

和

四

年

四

月

一

日

か

ら

令

和

五

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

初

回

車

両

番

号

指

定

を

受

け

た

場

合

に

は

令

和

五

年

度

分

の

軽

自

動

車

税

の

種

別

割

に

限

り

、

第

三

項

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

同

条

の

規

定

中

同

表

の

中

欄

に

掲

げ

る

字

句

は

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

字

句

と

す

る

。

８

法

附

則

第

三

十

条

第

八

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

三

輪

以

上

の

ガ

ソ

リ

ン

軽

自

動

車

（

前

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

も

の

を

除

き

、

営

業

用

の

乗

用

の

も

の

に

限

る

。

）

に

対

す

る

第

三

十

九

条

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

当

該

ガ

ソ

リ

ン

軽

自

動

車

が

令

和

三

年

四

月

一

日

か

ら

令

和

四

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

初

回

車

両

番

号

指

定

を

受

け

た

場

合

に

は

令

和

四

年

度

分

の

軽

自

動

車

税

の

種

別

割

に

限

り

、

当

該

ガ

ソ

リ

ン

軽

自

動

車

が

令

和

四

年

四

月

一

日

か

ら

令

和

五

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

初

回

車

両

番

号

指

定

を

受

け

た

場

合

に

は

令

和

五

年

度

分

の

軽

自

動

車

税

の

種

別

割

に

限

り

、

第

四

項

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

同

条

の

規

定

中

同

表

の

中

欄

に

掲

げ

る

字

句

は

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

字

句

と

す

る

。

付

則

第

六

条

第

一

項

中

「

第

五

項

」

を

「

第

八

項

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

第

四

十

条

第

二

項

」

の

下

に

「

及

び

第

三

項

」

を

加

え

る

。

付

則

第

十

八

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

２

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

前

年

分

の

所

得

税

に

つ

き

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

特

例

法

第

六

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

た

場

合

に

お

け

る

付

則

第

三

条

の

三

の

三

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

令

和

十

五

年

度

」

と

あ

る

の

は

「

令

和

十

七

年



- 5 -

度

」

と

、

「

令

和

三

年

」

と

あ

る

の

は

「

令

和

四

年

」

と

す

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

規

定

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

。

一

第

二

十

条

第

一

項

及

び

付

則

第

三

条

の

改

正

規

定

並

び

に

次

条

第

一

項

の

規

定

令

和

四

年

一

月

一

日

二

第

十

条

第

二

項

、

第

十

四

条

第

一

号

、

第

二

十

四

条

の

三

第

一

項

及

び

付

則

第

二

条

の

二

の

二

第

一

項

の

改

正

規

定

並

び

に

次

条

第

四

項

の

規

定

令

和

六

年

一

月

一

日

（

区

民

税

に

関

す

る

経

過

措

置

）

第

二

条

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

（

以

下

「

新

条

例

」

と

い

う

。

）

第

二

十

条

第

一

項

の

規

定

は

、

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

令

和

四

年

一

月

一

日

以

後

に

支

出

す

る

同

項

に

規

定

す

る

寄

附

金

に

つ

い

て

適

用

し

、

所

得

割

の

納

税

義

務

者

が

同

日

前

に

支

出

し

た

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

（

以

下

「

旧

条

例

」

と

い

う

。

）

第

二

十

条

第

一

項

に

規

定

す

る

寄

附

金

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

２

新

条

例

第

二

十

四

条

の

二

第

四

項

の

規

定

は

、

令

和

三

年

四

月

一

日

以

後

に

行

う

同

項

に

規

定

す

る

電

磁

的

方

法

に

よ

る

同

項

に

規

定

す

る

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

の

提

供

に

つ

い

て

適

用

し

、

同

日

前

に

行

っ

た

旧

条

例

第

二

十

四

条

の

二

第

四

項

に

規

定

す

る

電

磁

的

方

法

に

よ
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る

同

項

に

規

定

す

る

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

の

提

供

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

３

新

条

例

第

二

十

四

条

の

三

第

四

項

の

規

定

は

、

令

和

三

年

四

月

一

日

以

後

に

行

う

新

条

例

第

二

十

四

条

の

二

第

四

項

に

規

定

す

る

電

磁

的

方

法

に

よ

る

新

条

例

第

二

十

四

条

の

三

第

四

項

に

規

定

す

る

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

の

提

供

に

つ

い

て

適

用

し

、

同

日

前

に

行

っ

た

旧

条

例

第

二

十

四

条

の

二

第

四

項

に

規

定

す

る

電

磁

的

方

法

に

よ

る

旧

条

例

第

二

十

四

条

の

三

第

四

項

に

規

定

す

る

申

告

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

の

提

供

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

４

新

条

例

第

十

条

第

二

項

、

第

十

四

条

第

一

号

、

第

二

十

四

条

の

三

第

一

項

及

び

付

則

第

二

条

の

二

の

二

第

一

項

の

規

定

は

、

令

和

六

年

度

以

後

の

年

度

分

の

区

民

税

に

つ

い

て

適

用

し

、

令

和

五

年

度

分

ま

で

の

区

民

税

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

（

軽

自

動

車

税

に

関

す

る

経

過

措

置

）

第

三

条

新

条

例

付

則

第

五

条

及

び

第

六

条

の

規

定

は

、

令

和

三

年

度

以

後

の

年

度

分

の

軽

自

動

車

税

の

種

別

割

に

つ

い

て

適

用

し

、

令

和

二

年

度

分

ま

で

の

軽

自

動

車

税

の

種

別

割

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。



東

京

都

北

区

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

六

月

二

十

四

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太
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東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

一

号

東

京

都

北

区

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

手

数

料

条

例

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

第

一

の

七

十

の

項

中

「

第

一

条

の

五

第

一

項

」

を

「

第

二

条

の

三

第

一

項

」

に

改

め

、

同

表

七

十

一

の

項

中

「

第

一

条

の

六

第

一

項

」

を

「

第

二

条

の

四

第

一

項

」

に

改

め

、

同

表

七

十

一

の

四

の

項

中

「

第

十

二

条

第

二

項

」

を

「

第

十

二

条

第

四

項

」

に

改

め

、

同

表

七

十

一

の

六

の

項

中

「

第

十

三

条

第

三

項

」

を

「

第

十

三

条

第

四

項

」

に

改

め

、

同

表

七

十

一

の

十

の

項

中

「

第

十

四

条

第

九

項

」

を

「

第

十

四

条

第

十

五

項

」

に

改

め

、

同

表

七

十

一

の

十

二

の

項

中

「

第

三

十

九

条

第

四

項

」

を

「

第

三

十

九

条

第

六

項

」

に

改

め

る

。

別

表

第

二

の

一

の

二

の

項

を

削

る

。

付

則

こ

の

条

例

中

別

表

第

一

の

改

正

規

定

は

令

和

三

年

八

月

一

日

か

ら

、

別

表

第

二

の

改

正

規

定

は

同

年

九

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。



東

京

都

北

区

立

学

校

設

置

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

六

月

二

十

四

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太
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東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

二

号

東

京

都

北

区

立

学

校

設

置

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

立

学

校

設

置

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

の

一

東

京

都

北

区

立

王

子

第

一

小

学

校

の

項

中

「

東

京

都

北

区

王

子

五

丁

目

二

番

八

号

」

を

「

東

京

都

北

区

王

子

五

丁

目

十

四

番

十

八

号

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

条

例

は

、

令

和

三

年

九

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。



東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

六

月

二

十

四

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太
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東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

三

号

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

東

京

都

北

区

豊

島

育

成

室

の

項

を

削

り

、

同

表

東

京

都

北

区

東

十

条

こ

ど

も

ク

ラ

ブ

第

三

の

項

中

「

東

京

都

北

区

東

十

条

三

丁

目

十

四

番

二

十

三

号

」

を

「

東

京

都

北

区

王

子

五

丁

目

二

番

三

―

百

二

号

」

に

改

め

、

同

表

東

京

都

北

区

第

一

さ

く

ら

ク

ラ

ブ

の

項

及

び

東

京

都

北

区

第

二

さ

く

ら

ク

ラ

ブ

の

項

を

削

り

、

同

表

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

東

京

都

北

区

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

一

東

京

都

北

区

王

子

五

丁

目

十

四

番

十

八

号

東

京

都

北

区

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

二

東

京

都

北

区

王

子

五

丁

目

十

四

番

十

八

号

東

京

都

北

区

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

三

東

京

都

北

区

王

子

五

丁

目

十

四

番

十

八

号

付

則

こ

の

条

例

は

、

令

和

三

年

九

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

別

表

東

京

都

北

区

東

十

条

こ

ど

も

ク

ラ

ブ

第

三

の

項

の

改

正

規

定

は

、

同

年

十

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。



東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

六

月

二

十

四

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



- 1 -

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

四

号

東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

（

昭

和

三

十

四

年

十

一

月

東

京

都

北

区

条

例

第

十

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

付

則

第

十

一

条

中

「

保

険

料

」

を

「

規

則

で

定

め

る

保

険

料

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。



東

京

都

北

区

介

護

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

六

月

二

十

四

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



- 1 -

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

五

号

東

京

都

北

区

介

護

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

介

護

保

険

条

例

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

二

条

第

二

項

中

「

東

京

都

北

区

規

則

」

の

下

に

「

（

以

下

「

規

則

」

と

い

う

。

）

」

を

加

え

る

。

第

十

七

条

中

「

東

京

都

北

区

規

則

」

を

「

規

則

」

に

改

め

る

。

付

則

第

九

条

第

一

項

中

「

東

京

都

北

区

規

則

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

規

則

」

と

い

う

。

）

」

を

「

規

則

」

に

改

め

る

。

付

則

第

十

条

中

「

保

険

料

」

を

「

規

則

で

定

め

る

保

険

料

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。



東

京

都

北

区

地

区

計

画

等

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

六

月

二

十

四

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太
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東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

六

号

東

京

都

北

区

地

区

計

画

等

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

地

区

計

画

等

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

六

十

一

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

四

条

第

二

項

中

「

次

に

掲

げ

る

建

築

物

の

部

分

の

床

面

積

を

算

入

し

な

い

」

を

「

法

第

五

十

二

条

第

三

項

及

び

第

六

項

並

び

に

建

築

基

準

法

施

行

令

（

昭

和

二

十

五

年

政

令

第

三

百

三

十

八

号

。

以

下

「

令

」

と

い

う

。

）

第

二

条

第

一

項

第

四

号

た

だ

し

書

の

規

定

に

よ

り

延

べ

面

積

に

算

入

し

な

い

も

の

と

さ

れ

る

床

面

積

は

、

算

入

し

な

い

も

の

と

す

る

」

に

改

め

、

同

項

た

だ

し

書

及

び

各

号

を

削

り

、

同

条

第

三

項

及

び

第

四

項

を

削

る

。

第

四

条

の

二

（

見

出

し

を

含

む

。

）

中

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

改

め

る

。

第

七

条

第

二

項

第

二

号

中

「

む

ね

飾

」

を

「

棟

飾

」

に

改

め

る

。

第

八

条

の

三

（

見

出

し

を

含

む

。

）

中

「

さ

く

」

を

「

柵

」

に

改

め

る

。

第

八

条

の

五

第

一

項

中

「

特

定

建

築

物

地

区

整

備

計

画

区

域

内

」

の

下

に

「

及

び

防

災

街

区

整

備

地

区

整

備

計

画

区

域

内

」

を

、

「

耐

火

建

築

物

」

と

い

う

。

）

」

の

下

に

「

又

は

壁

、

柱

、

床

そ

の

他

の

建

築

物

の

部

分

及

び

外

壁

開

口

部

設

備

（

令

第

百

三

十

六

条

の

二

第

一

号

イ

の

外

壁

開

口

部

設

備

を

い

う

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

が

令

第

百

三

十

六

条

の

二

第

一

号

イ

若

し

く

は

ロ

に

定

め

る

技

術

的

基

準

に

適

合

す

る

も

の

で

、

法

第

六

十

一

条

の

規

定

に

基

づ

き

国

土

交
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通

大

臣

が

定

め

た

構

造

方

法

を

用

い

る

も

の

若

し

く

は

国

土

交

通

大

臣

の

認

定

を

受

け

た

も

の

」

を

加

え

、

「

又

は

同

条

第

九

号

の

三

に

規

定

す

る

準

耐

火

建

築

物

」

を

「

、

法

第

二

条

第

九

号

の

三

に

規

定

す

る

準

耐

火

建

築

物

又

は

壁

、

柱

、

床

そ

の

他

の

建

築

物

の

部

分

及

び

外

壁

開

口

部

設

備

が

令

第

百

三

十

六

条

の

二

第

一

号

イ

若

し

く

は

ロ

、

第

二

号

イ

若

し

く

は

ロ

若

し

く

は

第

五

号

に

定

め

る

技

術

的

基

準

に

適

合

す

る

も

の

で

、

法

第

六

十

一

条

の

規

定

に

基

づ

き

国

土

交

通

大

臣

が

定

め

た

構

造

方

法

を

用

い

る

も

の

若

し

く

は

国

土

交

通

大

臣

の

認

定

を

受

け

た

も

の

」

に

改

め

、

同

項

た

だ

し

書

中

「

次

の

各

号

の

一

に

該

当

す

る

」

を

「

門

又

は

塀

で

、

高

さ

二

メ

ー

ト

ル

以

下

の

も

の

又

は

建

築

物

（

木

造

建

築

物

等

を

除

く

。

）

に

附

属

す

る

」

に

改

め

、

同

項

各

号

を

削

る

。

第

九

条

第

二

項

及

び

第

十

条

の

二

第

一

項

中

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

改

め

る

。

第

十

二

条

第

二

項

第

一

号

中

「

か

ら

第

九

項

ま

で

及

び

」

を

「

、

第

二

項

及

び

第

七

項

並

び

に

」

に

、

「

並

び

に

第

四

条

の

三

」

を

「

及

び

第

四

条

の

三

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

次

に

」

を

「

令

第

百

三

十

七

条

の

八

各

号

に

」

に

改

め

、

同

項

各

号

を

削

る

。

別

表

第

一

１

の

項

か

ら

の

項

ま

で

の

規

定

中

「

以

下

」

を

削

り

、

同

表

に

次

の

よ

う

に

加

え

14

る

。

令

和

三

年

東

京

都

北

区

告

示

第

百

三

十

号

に

定

め

る

東

京

都

市

計

画

地

区

計

画

岸

町

二

丁

目

地

区

地

区

計

画

の

区

域

の

う

ち

、

地

区

整

備

計

画

が

定

め

ら

れ

た

区

域

（

別

表

第

二

16

に

お

い

て

「

岸

町

二

丁

目

地

区

地

区

整

備

計

画

区

域

」

と

い

う

。

）
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令

和

三

年

東

京

都

北

区

告

示

第

百

三

十

一

号

に

定

め

る

東

京

都

市

計

画

地

区

計

画

十

条

駅

周

辺

東

地

区

地

区

計

画

の

区

域

の

う

ち

、

地

区

整

備

計

画

が

定

め

ら

れ

た

区

域

（

別

表

17

第

二

に

お

い

て

「

十

条

駅

周

辺

東

地

区

地

区

整

備

計

画

区

域

」

と

い

う

。

）

別

表

第

一

の

二

中

「

以

下

」

を

削

る

。

別

表

第

二

１

の

部

の

項

中

「

項

第

二

号

」

を

「

項

第

二

号

」

に

改

め

、

同

部

の

項

中

（い）

（ち）

（り）

（は）

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

改

め

、

同

部

の

項

中

「

さ

く

」

を

「

柵

」

に

改

め

、

同

表

２

（ぬ）

の

部

か

ら

５

の

部

ま

で

の

規

定

中

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

、

「

さ

く

」

を

「

柵

」

に

改

め

、

同

表

６

の

部

の

項

中

「

（

風

俗

営

業

等

の

規

制

及

び

業

務

の

適

正

化

等

に

関

す

る

法

律

の

（い）

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

平

成

二

十

七

年

法

律

第

四

十

五

号

）

に

よ

る

改

正

前

の

風

営

法

（

以

下

「

改

正

前

の

風

営

法

」

と

い

う

。

）

第

二

条

第

一

項

第

五

号

に

掲

げ

る

も

の

に

限

る

。

）

」

及

び

「

（

改

正

前

の

風

営

法

第

二

条

第

一

項

第

五

号

に

掲

げ

る

も

の

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

同

部

（は）

の

項

中

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

改

め

、

同

部

の

項

中

「

さ

く

」

を

「

柵

」

に

改

め

、

（ぬ）

同

表

７

の

部

の

項

中

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

改

め

、

同

部

の

項

中

「

さ

く

」

を

（は）

（ぬ）

「

柵

」

に

改

め

、

同

表

８

の

部

及

び

９

の

部

中

「

（

改

正

前

の

風

営

法

第

二

条

第

一

項

第

五

号

に

掲

げ

る

も

の

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

、

「

さ

く

」

を

「

柵

」

に

改

め

、

同

表

の

部

及

び

の

部

中

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

、

「

さ

く

」

を

「

柵

」

10

11
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に

改

め

、

同

表

の

部

の

項

中

「

（

改

正

前

の

風

営

法

第

二

条

第

一

項

第

五

号

に

掲

げ

る

も

の

12

（い）

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

同

部

の

項

中

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

改

め

、

同

部

の

項

（は）

（ぬ）

中

「

さ

く

」

を

「

柵

」

に

改

め

、

同

部

備

考

を

削

り

、

同

表

の

部

か

ら

の

部

ま

で

の

規

定

中

13

15

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

、

「

さ

く

」

を

「

柵

」

に

改

め

、

同

表

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

岸

町

二

丁

目

地

区

地

区

整

備

計

画

区

域

16

計

画

街

区

の

区

分

近

隣

商

業

地

区

住

居

地

区

建

築

し

て

は

な

ら

風

営

法

第

二

条

第

一

項

第

二

号

な

い

建

築

物

か

ら

第

五

号

ま

で

に

掲

げ

る

も

の

法

別

表

第

二

項

第

三

号

に

規

（い）

（に）

定

す

る

ボ

ー

リ

ン

グ

場

等

の

運

動

施

設

建

築

物

の

容

積

率

（ろ）

の

最

高

限

度

建

築

物

の

建

蔽

率

（は）

の

最

高

限

度

建

築

物

の

建

築

面

（に）

積

の

最

低

限

度
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建

築

物

の

敷

地

面

六

十

五

平

方

メ

ー

ト

ル

積

の

最

低

限

度

た

だ

し

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

土

地

に

つ

い

て

、

そ

の

全

部

を

一

つ

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

場

合

、

こ

の

限

り

で

な

い

。一

公

共

施

設

の

整

備

に

よ

り

分

割

さ

れ

た

土

地

（ほ）

二

公

共

施

設

の

整

備

に

よ

り

代

替

地

と

し

て

譲

渡

さ

れ

た

土

地

三

法

第

五

十

三

条

の

二

第

一

項

第

二

号

に

規

定

す

る

公

衆

便

所

、

巡

査

派

出

所

そ

の

他

こ

れ

ら

に

類

す

る

公

益

上

必

要

な

建

築

物

の

敷

地

と

な

る

土

地

壁

面

の

位

置

の

制

建

築

物

の

外

壁

又

は

こ

れ

に

代

限

わ

る

柱

の

面

か

ら

隣

地

境

界

線

ま

で

の

距

離

は

〇

・

四

メ

ー

ト

ル

以

上

（

た

だ

し

、

床

面

積

に

算

入

さ

（へ）

れ

な

い

出

窓

の

外

壁

等

は

除

く

。

）

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

建

築

物

の

高

さ

の

（と）

最

高

限

度
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建

築

物

の

高

さ

の

（ち）

最

低

限

度

建

築

物

の

形

態

又

（り）

は

意

匠

の

制

限

垣

又

は

柵

の

構

造

（ぬ）

制

限
十

条

駅

周

辺

東

地

区

地

区

整

備

計

画

区

域

17

八

十

五

号

環

七

沿

道

近

隣

商

業

住

居

地

区

住

居

地

区

高

架

下

利

計

画

街

区

の

区

分

線

沿

道

地

地

区

地

区

Ａ

Ｂ

用

地

区

区

建

築

し

て

は

な

ら

風

営

法

第

二

条

第

一

項

第

二

号

風

営

法

な

い

建

築

物

か

ら

第

五

号

ま

で

に

掲

げ

る

も

の

第

二

条

第

一

項

第

二

号

か

ら

第

五

号

ま

で

、

第

六

項

第

一

号
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か

ら

第

六

号

ま

で

及

び

第

九

項

に

掲

げ

る

も

の

法

別

表

法

別

表

法

別

表

第

二

項

第

二

項

第

二

項

（に）

（に）

（に）

第

三

号

に

第

三

号

に

第

三

号

に

規

定

す

る

規

定

す

る

規

定

す

る

ボ

ー

リ

ン

ボ

ー

リ

ン

ボ

ー

リ

ン

グ

場

等

の

グ

場

等

の

グ

場

等

の

（い）

運

動

施

設

運

動

施

設

運

動

施

設

。

た

だ

し

、

鉄

道

事

業

法

（

昭

和

六

十

一

年

法

律

第

九

十
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二

号

）

第

八

条

第

一

項

に

規

定

す

る

鉄

道

施

設

及

び

そ

れ

に

附

属

す

る

も

の

を

除

く

。

建

築

物

の

容

積

率

（ろ）

の

最

高

限

度

建

築

物

の

建

蔽

率

（は）

の

最

高

限

度

建

築

物

の

建

築

面

（に）

積

の

最

低

限

度

建

築

物

の

敷

地

面

八

十

平

方

六

十

五

平

方

メ

ー

ト

ル

積

の

最

低

限

度

メ

ー

ト

ル

た

だ

し

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

土

地

に
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つ

い

て

、

そ

の

全

部

を

一

つ

の

敷

地

と

し

て

使

用

す

る

場

合

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（ほ）

一

公

共

施

設

の

整

備

に

よ

り

分

割

さ

れ

た

土

地

二

公

共

施

設

の

整

備

に

よ

り

代

替

地

と

し

て

譲

渡

さ

れ

た

土

地

三

法

第

五

十

三

条

の

二

第

一

項

第

二

号

に

規

定

す

る

公

衆

便

所

、

巡

査

派

出

所

そ

の

他

こ

れ

ら

に

類

す

る

公

益

上

必

要

な

建

築

物

の

敷

地

と

な

る

土

地

壁

面

の

位

置

の

制

建

築

物

の

外

壁

又

限

は

こ

れ

に

代

わ

る

柱

の

面

か

ら

隣

地

境

界

線

ま

で

の

距

離

は

〇

・

四

メ

ー

ト

ル

以

上

（へ）

（

た

だ

し

、

床

面

積

に

算

入

さ

れ

な

い

出

窓

の

外

壁

等

は

除

く

。

）

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
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建

築

物

の

高

さ

の

（と）

最

高

限

度

建

築

物

の

高

さ

の

（ち）

最

低

限

度

建

築

物

の

形

態

又

（り）

は

意

匠

の

制

限

垣

又

は

柵

の

構

造

（ぬ）

制

限

別

表

第

二

の

二

１

の

部

の

項

中

「

（

改

正

前

の

風

営

法

第

二

条

第

一

項

第

五

号

に

掲

げ

る

も

（い）

の

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

同

部

の

項

中

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

改

め

、

同

部

の

（は）

（ぬ）

項

中

「

さ

く

」

を

「

柵

」

に

改

め

る

。

別

表

第

三

１

の

部

の

項

中

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

改

め

、

同

部

の

項

中

「

さ

く

」

（は）

（ぬ）

を

「

柵

」

に

改

め

、

同

表

２

の

部

の

項

中

「

（

改

正

前

の

風

営

法

第

二

条

第

一

項

第

五

号

に

掲

（い）

げ

る

も

の

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

同

部

の

項

中

「

建

ぺ

い

率

」

を

「

建

蔽

率

」

に

改

め

、

同

（は）

部

の

項

中

「

さ

く

」

を

「

柵

」

に

改

め

る

。

（ぬ）

付

則

こ

の

条

例

は

、

令

和

三

年

七

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。


